
SAILORS
Yamanashi University

TANAKA’s SEMINAR

学生が社会人にインタビュー！

山梨で活躍している人の生き方を伝える



ごあいさつ
この冊子は、『山梨で活躍している人の生き方をまとめ
た冊子を作り、県内の学生に広めたい！』という気持ちか
ら、山梨大学生命環境学部田中敦ゼミ3年生が作成した
ものです。

この冊子の1番の目的は、学生の進路の選択肢を増やす
ことです。

昨今、地方における若者の都市部への流出が問題とな
っており、山梨県も例外ではありません。山梨県出身の
わたしたち自身、高校を卒業して山梨大学に進学しまし
たが、入学当初は、『山梨で生きる未来』というビジョン
が全く持てないでいました。『公務員』や『医者』、『先生』
など、目に見える職業以外にどんな生き方があるのか分
からなかったのです。漠然と『将来は東京に出たほうが
活躍できるのではないか』という思いもありました。

しかし、ゼミ活動などを通じて、山梨で働く方々のお話を
伺っていくなかで、県内でも様々な働き方があることを
知り、自分たちが思っている以上に県内での将来の選択
肢の幅が広いことに気が付きました。この経験を伝える
ことで、多くの学生が無意識に捨ててしまっている『山梨
で働く将来像』も選択肢の一つに加えてもらい、より多く
の可能性を吟味してほしいという思いで、この冊子を作
りました。

従来の就職支援誌というと、就職活動に関する情報が主
であり、また企業に焦点をあてたものは企業の情報や宣
伝も含まれており、企業本位になっているものも目に付
きます。しかしこの冊子は、山梨の社会人の働き方・生き
方を紹介するものであり、企業というよりそこで働く人に
焦点を当てたものとなっています。また、実際に学生の立
場で知りたいと思っている情報を載せることで、『学生の
ための』ものに仕上げました。

この冊子は決して『山梨で生きる』ことを勧めるものでも、
『東京に出る』ことを否定するものでもありません。山梨
でも活躍できることを知ってもらった上で『じゃあ自分は
どうするか？』と進路を考えるきっかけにしてもらえれば
嬉しく思います。

山梨大学生命環境学部田中敦ゼミ３年生



わたしたちはひとりひとりが
人生という大きな海を航る船乗りです。
この冊子に関わってくださった
すべての方（SAILORS）に
感謝の気持ちを込め、
タイトルを付けました。
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具体的な不安や悩み
・何をしたらいいかわからない
・先が見えないことの漠然とした不安
・やりたいことがわからない
・内定をもらえるか
・企業か公務員か
・積極的に活動する自分が想像できない
など
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Q1.就職活動をするにあたって不安や悩みはありますか？

Q2.自分の就きたい業種や職種は決まっていますか？

Q3.就職は都会でしたいと思いますか？

Q4.転職にマイナスなイメージはありますか？

Q5.自分の周りにロールモデルはいますか？

SAILORS

就職に関するアンケート
「これからのキャリアってどう考えたらいいの？」

「ほかの大学生はどんなことを考えているのだろう」
わたしたちは、この冊子を発行するにあたり、

就職活動を前にする学生の、就職活動についての現段階での気持ちを
調査しました。

調査期間：２０１９年１月９日～１月１４日
調査対象：県内3年生を中心とした大学生６９名
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はい

0.4%

はい

52.9%

Q6.就職してからの理想の姿はどんなものですか？

自立した生活が送れるようになること
キャリアアップをして、海外勤務を目指す。
よく考えてから物事を決めて、自分の意見をはっきり言える。
どんな仕事でもそつなくこなす人
仕事が楽しいと思いながら働いてる人
目標もって仕事を取りに行ける人
常に先を見据え、行動できる人
自分の仕事に誇りを持ち輝きながら働いている
仕事をきちんとこなして、人間関係もうまくいっている
テキパキ仕事をこなして、休日も充実した生活を送る。
仕事を嫌いにはなりたくない。
最終的に、特別な贅沢は求めないが自身と家族が安定して楽しく生活できるだけの収入が欲しい。
自分の信念をしっかり持って働く姿
ワークライフバランスがしっかりと保たれ、多少辛いことはあっても公私共に充実している
同僚から必要とされること
定時退社で土日祝休みの、私生活が充実しているもの。
みんなに必要とされる人
やりがいを感じながら、楽しく仕事をしている
一人で好きなことをして生きていける姿
やりたいことをやれている
いつも気持ちの良い挨拶ができる人になりたい。
いいお父さん
家を買う。家庭を持つ。趣味を楽しむ。
仕事とプライベートをいいバランスで、上手く楽しめる社会人
自立し、責任感があり、きらきら輝いている自分
自身の「出来ること」を下敷きにして、周りのニーズに応えられる仕事をする。
その道のプロ
オンオフがはっきりしている。定時に帰る。有給で海外旅行にいく。子育ても家族との時間もしっかりとりたい。
様々な人と出会い、毎日充実した生活を送れている姿
少なくとも自分のやるべき仕事はしっかりできて、広い視野で動いたり考えたり出来る姿。
長く働き続けること
自分のことではなく誰かのことを一番に考える姿
バリバリ仕事できる人
なりたかった姿に向かって一生懸命取り組む
仕事にやりがいを持てている姿
人から慕われる姿
転職したいと思わないくらいその職に没頭する
仕事と家庭を両立する
残業でヘトヘトになっていない姿
自分をそこそこアップデートし続けて、楽しく仕事してお金を稼ぐ姿。
死にそうな顔をしていない
など

SAILORS

〈アンケート結果から〉
就職活動について不安や悩みがある人の割合
は約９割とかなり多いが、就きたい業種が決ま
っていたり、目指している姿があったり、また働
くことには意欲的なことがわかった。
さらに、どこで働くかよりやりたいことができる
かを重視している人が多いこともわかった。
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Long Interview

土屋誠さん
1979年、山梨県生まれ。山梨県立石和高等学校（現・笛吹高
校）を卒業後、山梨学院大学経営情報学部へ入学。大学を卒
業し、笛吹市の実家でアルバイト生活の後、地元の出版会社
へ勤務。24歳で上京。10年間東京で編集者／アートディレク
ターとして活動後、2010年に独立。2013年に山梨県北杜市
にUターン移住。雑誌『BEEK』を創刊。現在は編集者・アートデ
ィレクターとして仕事をする傍ら、『BEEK』を発行。プライベー
トでは2児の父。

【雑誌『BEEK』】
やまなしの人や暮らしを伝える」ことをコンセプトにした雑誌。土
屋さん自ら取材からデザインに至るまでを一人で行い、発行して
いる。「山梨のことを知ってもらいたい」という気持ちからフリーペ
ーパーとして配布。現在、６号目まで発行されており、山梨大学附
属図書館にも設置されている。
http://beekmagazine.com/

やりたいことの先に
生き方が見えてきた
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Long Interview

周りに『前ならえ』でスーツを着て
就職活動をするのが嫌だった

「学生時代、周りが就職活動を始める時期にな
っても、自分はやりたいことも将来の展望も見出
せませんでした。それに、誰もが同じような格好
をして就職活動を行っていることに違和感を覚え
ていたんです。そこにそれぞれの意志はあるのか
な、なんか変だなって。それと、スーツを着るのが
嫌だったという非常に不真面目な理由で、就職
活動は全くしませんでした。」

行きついたのは、”好きだったこと”

大学を卒業した後、1年半ほど笛吹市にある実家
に住みながらアルバイト生活を送る。

「フリーター生活を送りながら、なんとなく興味
を持っていたグラフィックデザインなどを独学で
やる日々でした。しかし、『さすがにずっとこの生
活をしていられない』という気持ちもあり、昔から
好きだった雑誌を作りたいと思うようになったん
です。」
その思いから、山梨のタウン誌を扱う企業に就職
する。

「大きな会社ではなかったので、様々な仕事に
携わることができました。入社当時はなんのスキ
ルも持っていませんでしたが、写真やデザインか
ら営業にいたるまで、すべてを１から学びました。
今思うと、本当にありがたい環境でした。」

24歳で上京

「仕事をしていくうちに、山梨では雑誌カルチャ
ーがあまり発達していないと感じたんです。やは
り、第一線を走っている東京で学びたいという思
いが強くなり、上京を決意しました。」
東京では、何度か転職をしながら自分を磨いてい
ったという。

「転職は、その都度やりたいことが見えてきて、そ
れができるような会社へ移っていったという感じ
です。人間関係が上手くいかないなどのマイナス
な理由ではなかったので、すべての会社を円満退
社できました。人の入れ替えが激しい業界だった
こともあり、転職へのハードルはそこまで感じた
ことはありません。」
そうして、いくつかの会社で多くのことを学んで身
に着けていくうちに、独立したいと考えるようにな

「当時勤めていた会社の社長に本当によくして
いただき、その時受け持っていたクライアントをそ
のまま引き継いで独立させていただくことができ
ました。」

山梨にUターン移住

独立を果たし、順調に仕事を続けていたが、数年
後、過労で体を壊してしまう。

「それまでは来た仕事はとにかく全部受けてい
たんですけど、働き方を見直す必要があるなと思
いました。もともと山梨が好きで、仕事帰りに温泉
に入れるような環境で働けるなんて最高だと思っ
ていたので、いつかは地元に戻りたいという気持
ちがあって。また、デザインの仕事なので、東京の
クライアントのものでも山梨にいながら十分にで
きます。プライベートでも当時、ちょうど上の子の
幼稚園を考える時期だったので、戻るなら今かな
と考えました。」

山梨に帰ってきて、編集者・アートディレクターと
して活躍する傍ら、雑誌『BEEK』を創刊する。

「地元を長い間離れていたこともあって、自分に
は人脈がありませんでした。でも、『BEEK』制作の
ためのフィールドワークなど通じて山梨の人との
つながりを築くことができています。こうして学生
の方にインタビューして頂ける機会もできました
ので。」

常にやりたいことを追い求めている土屋さん。今
後の展望を聞くと、「40代で小説家デビューするこ
と」だと笑顔で話してくださった。

東京と山梨

「どちらにも、良いところ・悪いところがあり、人
それぞれ感じるところは違うと思うので、あくまで
個人の意見ですが……。東京は、人がとにかく多
いので、それだけ個性的な出会いもたくさんあり
ます。色々吸収して成長できる環境が整っていて、
いいところだと思います。ただ、ずっとあそこに住
むことは考えにくかったですね。山梨は、居住環
境、子育ての面でいいところだと思っています。ま
た、若い頃は職業選択の幅があまり広くないと思
っていましたけど、知らなかっただけで、色々な職
業の人が活躍していますし、本当にやりたいこと
は自分で実現してしまえばいいと思います。」
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Long Interview

土屋さんは、最後にわたしたちにこんな
言葉をくださった。

「ぼくも学生のころは大人や社会人が
面白そうだなんてぜんぜん思えていな
かったのですが、社会人になりいろいろ
な面白い人生を送っている諸先輩に会
っていく中でとても希望を抱いたのを覚
えています。就職活動だけがすべてでは
ないですし、むしろその外にもたくさん
の仕事や社会的に価値のあることはた
くさんあります。社会的、というよりも自
分がなにをしたいのかぼんやりでもわ
かってくるのがいちばんこれからの人生
楽しくなるんじゃないかな。仕事だけが
人生じゃないですし、どうやって生きた
いかを考える先に日々の営みがあれば
よいと思います。学生や20代のうちはな
んでもやりたいと思ったことをやってい
れば、結果はあとからついてくると思い
ますよ。」
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〈学生のつぶやき〉

周りに流されたり、嫌だと思ったことを我慢
したりする人生ではなく、自分が熱意をもて
ることを突き詰める人生だなと感じた。普通
の学生は、なんとなく周りに合わせたり、肩書
きや企業名だけを見たりして就職を考えてし
まいがちだが、いま一度「自分の本当にやり
たいこと」に立ち返って就職・これからの人生
を考えることが大切だと思った。（三科）

Long Interview
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SAILORS

『好き』を原動力に
生まれ育った街を支える

【株式会社早野組】
山梨県内を中心に活動するゼネコン。

「地域に根ざした総合建設業として社会資本
の整備と公共の福祉に貢献することにより、
社是『和』の下にお客様・社員・パートナー会
社などすべての関係者の幸せを達成する」と
いう経営理念で、お客様の「暮らしやすさ」の
向上を目指す。
http://www.hayano.co.jp/

山梨に育てられた自分に
今できること

田中友浩さん
建築本部工事部に所属し、事務を担当している。小、中、
高、大と山梨で育ち、そのまま山梨で就職した。

「建設の仕事は街の形成に直接影響しています。自
らがそれに携わることで、幼いころからお世話にな
ってきた地域の方々に恩返しができればと思ってい
ます。」

自身の経験をふまえ、学生にメッセージをいただい
た。

「就職活動を振り返り、もっといろいろな会社の話
を聞けばよかったなあと思います。聞かないと、会
社同士の魅力を比べることもできないので。そして
より多くの選択肢のなかから、自分に合った企業を
見つけてほしいです。」

見えない会社を
見つけ出してほしい

白須瑛紀さん
舗装本部工事部に所属し、現場監督を務める。
生まれてからずっと山梨で暮らしてきたなかで、自然と
県内で働きたいと考えるようになった。

就活が始まった時、説明会での企業の選択肢の多
さに驚いたという。事前に情報収集をしておけばよ
かった、と当時は後悔した。

「もし昔の自分にアドバイスを送るとしたら、『もっ
と積極的に情報を集めてみるように』、あと『実際に
働いている人の話を聞いてみるように』とアドバイス
したいです。

これは実際に社会に出てから気づいたことだけど、
山梨には会社の数自体は多い。ただ実際に目にす
る機会はあまりないんです。広報まで手が回らなか
ったり、企業向けビジネスをやっていたりする会社
が多いのかな。もっとインターンシップや説明会に
行って、自分から会社を見つけに行ったり、話を聞き
に行ったりすればよかったと今では思います。」
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SAILORS

左から　田中友浩さん　金丸香さん　白須瑛紀さん

お母さん兼一級建築士　
山梨の女性建築士の
パイオニア

金丸　香さん
土木部の現場を経て、一級建築士の資格を取得。現
在は営業本部・営業企画積算部でリニューアルを担
当している。

「好き」が続ける力になる

父親が大工だったため、小さいころから作業場
や現場を見る機会もあり、構造物が自然と自分
の身近にあった。そのため物心ついたときから、
建設業に関わりたいと感じるようになっていた
金丸さん。就職当時、県内で設計や建設コンサル
には女性技術者がいたが、土木系の現場技術者
の先輩はいなかったという。

「就職氷河期に加え、女性の正社員登用も今よ
り厳しかった時代でした。大学から推薦を得るこ
とができず、どうしようかと途方に暮れたことも
ありました。」

周囲からも反対を受けるなど、女性が土木の技
術者になるのはかなり難しかった。

それにもかかわらずなぜ、挑戦を続けることがで
きたのだろうか。

「女性だから、という理由で建築の仕事を諦め
ることはできませんでした。負けるもんか、まずは
自分で挑戦してみよう、と。なによりも、建築に関
わりたいと思っていたので妥協したくはありませ
んでした。その気持ちを貫き、今の会社にたどり
着きました。」

女性だから認められないという理不尽さへの反
発心に加え、建築の仕事にどうしても携わりたい
という気持ちが初志貫徹の原動力となった。

「ひとつひとつの仕事に携わり、完成を見届けた
ときは嬉しいですね。出来上がった建築物は、我
が子みたいなものです。あのとき、諦めなかったか
らこその今だと思っています。」

家族も仕事も

バリバリ働きつつも、「家族あっての仕事」と語る
金丸さん。
お子さんについて語るその表情は優しいものだ
った。

「仕事も大事ですが、休日は子どもと一緒に過
ごす家族の時間も大事にするようにしています。
自分で設計した建物を見せて『これお母さんが
建てたんだよ』って子どもに自慢したりして。早野
組には育児中のフレックス制度があるので、時間
の融通が利き、お母さんと仕事を両立できていま
す。」

『できるコト』より『やりたいコト』を

「山梨で出来る仕事が少ないとよく言われます
が、できる仕事が何かではなくて、したい仕事は
何かを見つけることの方が大事かな。それに、今
では女性が活躍できる場所が山梨にも増えてき
ているように感じます。だから、やりたいことを簡
単に諦めてほしくないです。これは昔の自分にも
言いたいことですが、今の学生には悩まず、まず
はやりたいことに挑戦してほしいです。」

〈学生のつぶやき〉

「自分のやりたいことがわからない」っていう学生は、結
構いると思います。そういった自分自身の興味関心は意
外なきっかけで見つかるものだし、わたしも含め、様々な
分野に視野を向けてみることが大事だと感じました。自
分がやりたい仕事ができる会社を宝探しのように、『自分
で見つけ出してやる！』という気持ちがあると、就職活動も
また別の見方で行えるのではないでしょうか？（山田）

11

左から　田中友浩さん　金丸香さん　白須瑛紀さん

分がやりたい仕事ができる会社を宝探しのように、『自分
で見つけ出してやる！』という気持ちがあると、就職活動も
また別の見方で行えるのではないでしょうか？（山田）
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SAILORS

社会人になって見えた"新しい自分"
小俣美沙紀さん

山梨県都留市出身。神奈川県の大学を卒業後、
株式会社フォネットに入社。

現在は入社3年目にして都留店の店長を務める。

【株式会社フォネット】
13社から構成される「フォネットグループ」として様々な事業活動
を展開している。その中核となる会社が株式会社フォネット。イオ
ンモール甲府昭和、ラザウォーク甲斐双葉、イオンモール松本等
の中にau、SoftBank、Y!mobile、UQmobile、Totalshopフォネ
ットを31店舗展開し、IT機器を販売している。また新たにAI画像
認識カメラを用いて、Sports解析分野やFintec分野で企画開発
販売事業も開始したとのこと。更に従来から推進している、山梨
のトレンド情報を発信するFreeマガジン｢Chusma｣の発行、富士
登山用品レンタルshop｢Lamont｣や富士山サイクルアクティビテ
ィshop｢Bonvelo｣の運営、富士山周辺の魅力的観光素材を発
信する観光情報webサイト｢富士山県｣　https://fujisan-pref.
jp/　の運営など、山梨を盛り上げる様々な事業を精力的に行っ
ている。

https://phonet-gr.jp//

山梨で働きたい

「高校の時にやりたいことがなかったので、オー
ルジャンル学べるような学校に通いながら、やり
たいことを見つけようと思いました。」

神奈川の大学に進学した小俣さん。就職活動の
時期を迎えると、周りの学生の多くは都内のセミ
ナーに参加したり、大企業を受けたり、そのまま
都市部での就職を考えて動いていた。そんな環
境にいながら、小俣さんは何故、就職先を山梨に
決めたのだろうか。

「もちろん、わたしもそのまま神奈川に残ろうか
迷いました。それでも山梨に戻ったのは、本当に
大した理由ではないのですが、都会で暮らすとい
う想像ができなかったからです。たくさん人がい
たり、満員電車だったり……。遊びの場としては
とても楽しかったのですが、やはり働き、生活する
場所は、山梨だなと思ったんです。」

しかし、「これをやりたい！」と思うことが決まって
いなかった。

「とりあえず、就活用の企業検索ページで山梨
の企業を調べていきました。そうしていくうちに、
居酒屋でアルバイトをしていた経験を活かしたい
という気持ちやお客さんと関わる仕事が好きと
いう気持ちから、接客業に目が留まるようになり
ました。」

就職活動を通して成長を実感

何社か面接を受けていくうちに感じた、就職活動
の面白さがあったという。

「はじめは緊張で履歴書も面接もうまくいきま
せんでしたが、経験を積むにつれて雰囲気がつか
めてきて。だんだんと自信がつき、自分の本来の
良さをアピールできるようになりました。最終的
には冗談を交えられるようにも。就職活動を通し
て、自分の成長を実感できました。」

12



SAILORS

"今の自分"だけで選択肢を狭めないで

入社3年目にして店長を任されている小俣さん。だが、学生
時代はリーダーシップをとる役割は避けて生きていたとい
う。小俣さんを変えたのは、『周囲からの評価』。上司や同僚
に自分の仕事ぶりを認めてもらえたことで意識が変わり、
自分を変えたい、もっと成長したいと思うようになったと話
す。

「壁にぶつかっても、成長の1歩ととらえ乗り越えようと思
うことで、やりがいが見つけられ、楽しみながら働けるよう
になりました。今後も、さらにステップアップしていきたいで
す。」

働く中で芽生えた向上心。社会人になり手に入れた、"新た
な自分"で、小俣さんは今後も活躍していく。

新入社員は人生で一度きり

入社後の新入社員研修でお世話になった先生に言われた
言葉で印象的だったものがある。それは"新入社員を味わ
えるのは人生で一度きり"というもの。

「新入社員の1年間は、覚えることだらけでくじけそうにも
なりました。でもいっぱい吸収していっぱい学べる、そんな
貴重な期間だと思うことで頑張ることができました。誰もが
やりたい仕事につけるとは限りませんが、どんな仕事につ
いても“新入社員”は人生で1度。まずは1年間頑張ってほし
いです。」
最後にそうアドバイスをくれた。

〈学生のつぶやき〉

社会人というと、辛い・きついというマイナスイメージが強く、
大人になりたくないなんて思ったりもしていたけれど、小俣
さんのお話を聞いて�社会人になること＝自分を成長させる
こと�なのだと学び、少しわくわくした気持ちになった。もちろ
ん大変なことはたくさんあるとは思うが、新たな世界で自分
がどう変わっていきたいのかを考えることで、就職活動もポ
ジティブに頑張れそうである。（今井）
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大学の学びを生かして
『わたしたち、山梨で就職します。』

Column

今回、特別企画として就職活動を終えられたばかりの３名の４年生の方々にお話を伺う
ことができた。大学での学び、就職活動のリアルなど、学生から見た

『山梨での就職』についてお届けする。

左から深津菜那さん　赤川菜摘さん　土屋朋大さん

　将来のことも考え選んだ就職先
山梨学院大学　現代ビジネス学部現代ビジネス学科　赤川菜摘さん

山梨県出身。大学卒業後は金融業界に進む。

「大学では広く浅く商業や経済の分野を学びました。それと同時に『大学時代はこれを頑張った！』と
言えるくらい、簿記の勉強を頑張りました。そうして勉強していくうちに、金融系に進みたいと思うよう
になったんです。

就活を始めたころは県外就職も考えていましたが、都内に面接に行き、せかせか歩くサラリーマンを
見たり満員電車などに乗って、『東京で暮らす想像ができないな…』と思って。東京自体はとても魅力
的だし、楽しいんですけど暮らす場所ではないかなって思ったんです。遊びではなく就活として行き、
普段とは違う視点で東京を体感できたのは大きかったです。また、日帰りで何社も面接を受けたりし
ていたのですが、だんだんハードスケジュールをこなせていることの達成感から、就活が楽しく感じ
られるようにもなりました（笑）。

今の就職先に決めたのは、経済が危なくなった時に若手の私たちにくる影響が少ないこと、産休育
休など福利厚生が整っていること、企業自体が安定していること、また女性が窓口だけでなく、様々
な部署に配属できることがあったから。将来のことも考えて、就職先を選びました。」

14



Column

講義がきっかけ　山梨を発信したい！
山梨英和大学　人間文化学部人間文化学科　深津菜那さん

山梨県出身。大学卒業後は広告業界に進む。

「3年生になって、講義で山梨を盛り上げている人に会ったり、ゼミの活動で地域のお祭りに参
加したり、『大学生観光まちづくりコンテスト』に出場し、山梨について学んでいくうちに、徐々に
観光事業に興味を持ちました。と同時に、出身地・山梨についてこれまでほとんど知らなかった
ということにも気づかされたんです。

そして、山梨のいいところを発信するという仕事も、直接的ではないけれど、観光に関わること
なのかなと思って先生に相談したところ、現在の就職先を紹介されました。そしてその企業の“
求めている人材”を見たときに、『自分はこれがやりたいんだ！』と気づきました。この会社以外で
は働きたくない、と思ったほど。

今の会社を見つける前は、やりたいことも漠然としていたので、その期間は大変でしたが、大学
で山梨について学び、さらに好きになったから、山梨で働くという軸はずっとぶれませんでした。」

経験として東京で就活　やりたいことと出会うには？
山梨県立大学　国際政策学部総合政策学科　土屋朋大さん

山梨県出身。大学卒業後は、マスコミ業界に進む。

「高校時代から観光には関心がありました。大学時代は、甲府中心部の街歩きマップを作
成したりするなど、地域の活動に積極的に取り組みました。大学に入るまでは勉強ばかりで
行動するのが苦手だったので、まずは行動してみようと思い、いろいろな活動をしてきまし
た。そうしたことからの学びを通して、さらに山梨への愛着がわき、地元のことをもっと多く
の人に知ってほしいという思いが強まりました。

“地域振興”を特に深く学んでいたので、それを活かせる職種に就こうと思いました。これま
でもおこなっていたので、自分で事業を始めるのもいいな、とも考えたのですが、自分が得
意なこと、やりたいことは人に直接会いに行ったり、たくさんある資源を発掘し、それらの情
報を多くの人に伝えることだなと思い、マスコミを就職先に考えて。最初は県庁や市役所も
考えていました。山梨での黄金ルートだし、一番想像しやすい道ですからね。でも大学で学
んでいるうちに、行政は自分のやりたいこととは違うなと感じて、企業にシフトしていった感
じです。

でも、観光業に進みたいのに、ずっと山梨のことしか知らないというのが引っかかっていまし
た。将来は山梨で働きたいし、山梨のためのことをしていたいから、外をみるのは今しかな
い！と思い、積極的に東京の企業も受け、外の世界にも触れるようにしました。東京での面
接やグループディスカッションは、様々な大学やタイプの人がいるので、とてもいい経験にな
りました。学んだこととしては、ネームバリューのある大学の学生と同じ目立ち方をしている
と通らないということです。東京で就職する気はあまりありませんでしたが、経験という意味
では東京で就活したのはとてもよかったと感じています。するとしないでは大きく変わってく
ると感じました。また、経験として厳しいといわれている広告業界も受けてみたり…。僕は
最初やりたいことが分からず、ESを50社くらい出したり、就活中も試行錯誤がありましたが、
自分のやりたいことと出会えるのはめぐり合わせで、それは自分で動かないと見つからない
ということを身をもって学びました。」
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Long Interview

自分の気持ちを大切に
まずは1歩踏み出すことから

石倉千春さん
山梨県出身。山梨県内の短大を卒業後、美容関係の総合商社に勤め、結婚・出産後ネオスペースに転職。

営業企画補助を経験後、現在は社長室マネージャーを担当。

【株式会社ネオスペース】

様々な手法の企画・演出・デザインを基盤に、国内外の映像芸術作品などの著作物をテーマにした展覧会
やイベントの企画制作や、各種施設のリノベーションに関するプロデュースなどを通して、ブランド化を行う
企業。近年では、地域資源を活用したブランディングや、東京スカイツリー®タワー内のシーズン特別装飾や
甲府市役所のロゴマークを始めとするサインシステム等、県内外の様々な施設や空間の演出デザインを手
掛けている。作品や施設・空間が持つ魅力を発見・表現し、効果的に発信することで、人・都市・企業の活性

化・文化の発展を積極的に支援している。

https://www.neospace.co.jp/
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Long Interview

まずはやりたいことを優先
どうせ時間を過ごすなら自分のため
になるものを

社長室マネージャーとしてのほか、社内の多岐にわ
たる業務に携わっている石倉さん。常に新しい仕事
や経験に出会うという。初めてやることが形になっ
たときにはやりがいや喜びを感じると語った。

「就活をするうえで、損得感情よりやりたいこと・自
分がどう時間を過ごしたいかを優先しました。学生
時代のアルバイトを振り返って、どうせ同じ時間を
過ごすなら興味を持って勉強になると感じられるよ
うな場所で仕事をしたいと考えていたんです。お金
を稼ぐためだけのものとして時間を制限されてしま
うのがどうしても嫌で。今の職場では仕事のほとん
どが新しい経験であることが多いけれど、それをい
い経験と思うか面倒だと思うかで自分の糧になる
尺度が違ってくると思うんです。初めてのことをやる
ときって、どうしても失敗を恐れてしまうし、本当は
慣れたことだけを繰り返しやるのがすごく楽。でも、
それだけだと仕事をする意味には繋がらないのか
な、とも思いますね。何事も経験、自分の肥やしに
なるんだと忘れないように言い聞かせるようにして
います。」

また、石倉さんは一度も県外に出て就職をした経
験はないという。石倉さんが考える山梨でできる仕
事の可能性についてお伺いしたところ、こんな回答
があった。

「県外に出たときにどんな仕事があるのかを知ら
ないということもありますが、県内にいて仕事の範
囲や選択肢に限りがあると感じたことはないです
ね。クライアントは山梨県内の方に限らず県外の方
も多く、他の社員は県外へ出張に行くこともありま
す。だから、『山梨だから〇〇できない』ということは
ないと思います。」
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Long Interview

経験は必ず肥やしになる

そんな石倉さんの前職は、現職とはまったく関係のない美容関係の総合商社。前職に在職
中、結婚と二人のお子さんの出産を経て退職をしたという。その後、子育てをしながらポリテ
クセンター（山梨職業能力開発センター）へ通い、第二の人生のステージとなる新たな就職
先を探した。

「美容関係の会社を退職したのは、15年働いて一度離れたいと感じたからです。1つの仕事
しか経験しないというのは寂しいなと思って、次は違うものに挑戦しようと考えていました。
前職ではお客様と直に接することが多かったので、敬語やマナー、人の話をきちんと聞くスキ
ルを身に着けることができたと思います。そういう意味では、前職と現職はまったく関係のな
い分野になるけれど、現職でも活きた経験になっています。仕事に対するスタンスも前職で身
に着けました。そういったこともあって、経験は必ず肥やしになると思っています。」

1８



環境に応じたライフスタイル

「転職をする際にも、同じように自分のやりたいことを
軸に就職活動を行いました。そこにプラスして条件も少
し考えたかな。就職活動をしているときは子どももまだ
小さかったので、時間的制約や業務的にできることとで
きないことの範囲も限られてしまって、その部分をある程
度は考慮しました。最初の１年は就職せずに家にいまし
たが、やっぱり外に出たいと思って。自分のコミュニティ
ーというものを、家庭以外にもいくつか持つといいと感
じました。家庭との両立も考えて、できる範囲のなかで仕
事をしたいと思うようになったかな。今後は、子どもの成
長とともに仕事の内容や濃さを深めていきたいと思って
います。子どもも大きくなっていくので、それに応じて仕事
との関わり方やバランスを考えていきたいです。」

石倉さんは最近趣味でバイオリンを始めたそう。最終的
なゴールは「バイオリンの弾けるおばあちゃんになるこ
と」と笑顔で語った。

時にはダメもとの精神も
まずは一歩踏み出してみて

最後に、進路に悩む学生に向けて、石倉さん
からメッセージやアドバイスをいただいた。

「私自身もう少し選択肢を持っていてもよ
かったのかなと思うので、県外に出ることも
含めて、色々な選択肢を持って動いてみるこ
とも大事なのではないかなと思います。どう
しても失敗したくない、上手くいきたいとい
うのを求めてしまうんですけど、時にはダメ
もとの精神も必要なのではないかなと伝え
たいです。新しいことに取り組むときには不
安がまとうと思いますが、やってみないとい
いも悪いもわからないので、今となってはま
ずは1歩踏み出してみることも大事だと感じ
ます。就職は大きな通過点ですが、それで一
生が決まってしまうわけではありません。そ
んなに深刻にならないで、ときには自分の
気持ちを大切にしてあげることも大事なん
じゃないかな。」

〈学生のつぶやき〉

一般的に、転職というものにはマイナスなイメ
ージが持たれがちであるように思える。しかし、
時には石倉さんのように生き方やライフスタイ
ルに沿って働き方を考えるということも大事な
のではないかと感じた。何かに挑戦するときに
は様々なしがらみがつきまとうこともあるかも
しれないが、「経験は肥やしになる」という言葉
を信じて一歩踏み出す勇気を抱き続けたい。

（栗田）

Long Interview
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【アスフィール株式会社】
式典用のお祝い品やコサージュ、学園祭のクラスT
シャツの受発注を行っている会社。
北は北海道から南は沖縄まで、全国の幼稚園～大
学を担当するなど多数のクライアントを持つ。
仕事内容：全国エリアの営業、受発注、企画、マネジ
メント部門など、商社の仕事をマルチタスクで行う。
https://www.asfeel.jp/

梶原春菜さん
社会人２年目。山梨県出身。山梨の大学に進学、そ
のまま県内就職で、アスフィールに入社。

『教育学部＝先生』じゃない

「親の意向で大学進学は、山梨県内しか認めても
らえず、大学は県内で選びました。私は音楽が学び
たかったんですが、音楽を学べるところが県内で山
梨大学の教育学部ぐらいしかなかったので、そこに
進学しました。だから、元々先生になりたかったわ
けではないんです。大学卒業後も、出身地で愛着の
ある山梨で就職しようと思っていました。先生以外
の道を選ぶ時に、『県内で、学んだことを活かせる職
って何だろう』って考えて、学校向けビジネスができ
る現在の会社を選びました。」

就職活動に向けてアドバイス

「私は学生時代、周りが教職志望ばかりで、先輩や
教授に聞くこともできず、就活の仕方が分かりませ
んでした。だから、とりあえず就職試験に共通してで
てくるであろうSPIを3年の9月から繰り返して勉強
し、できることから始めました。今になって思うと、
大学のキャリアセンターをもっと存分に活用すれば
よかったかな、と感じています。キャリアセンターで
は、就活を応援するセミナーやプログラムがたくさ
んあります。私のように、『誰にも相談できない』と悩
んでいる人は、ぜひ活用するべきだと思います。」

選択の幅を広げて
みることで
出会える道がある
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場所は大きな問題ではない

新潟県出身の興津さんだが、就職を考える上で
場所は意識していなかったという。

「自分は、『地元の新潟に戻るのか、大学を出て
そのまま山梨に就職するのか、それとも東京に
出るのか…』という視点では就職を考えません
でした。あくまで、『自分がやりたいことができる
か、職場環境が自分に合っているか』という、組
織や働き方重視で企業選びをしました。その上
で、実際に働いていて思うことは、『山梨だから
～ができない』といったディスアドバンテージは
無いということです。今はテレワークなど情報技
術も発達しているし、都会で出来ることの多くは
山梨や他の地方でも十分にできます。学生の時
は山梨でできる仕事が少ないイメージが自分に
もあったけど、田舎だろうが都会だろうが、結局
はその仕事を行う会社や人次第。前例がないな
ら、自分がパイオニアになろう、という気持ちで
仕事に取り組んでいます。」

まずは自分のことを知ってほしい

自身の就職活動で出遅れた経験から、自己分析
に悔いがあるという興津さん。もし昔の自分にア
ドバイスを送れるとしたら、「自分を知りなさい」
と言いたい、と話す。

「自分についてよくわかっていないと、外の情報
を得ても判断がつかないことが多々ある。初め
から自分のことを決めつけて視野を狭めるんじ
ゃなくて、『何をやりたいか』という気持ちで説明
会などにたくさん出て、いろいろな業界を知ると
いいと思います。」

〈学生のつぶやき〉

「自分は文系だから」などという理由で、その業
界や職種についてよく知らないで「興味がない」
と決めつけてしまう学生は多いと思う。でも、「や
りたいことがわからない」と悩んでいるくらいだ
ったら、就職活動の初期の段階で様々な業界に
目を向け、たくさんの企業と出会うことで、おの
ずと自分の進みたい道が見えてくるのではない
かと思った。　（三科）

興津拓さん
24歳の3年目社員。新潟県出身。大学で山梨に
進学、そのまま県内就職した。

広い視野を持とう

「大学は理系の学科で、研究ばかりしていた毎
日だったので、ぼんやりと研究職になるんだろう
な、と考えていました。だから、あまりじっくり将
来について考える時間をつくることもなく、就職
の選考を迎えてしまったんです。業界研究・企業
研究もそれほどしていなかったので、大学4年生
の3・4月に受けた企業は、全部落とされました。
」
就職活動の現実を目の当たりにし、焦りを覚え
た。その状況を受け、就職活動への取り組み方
を変えたという。

「それまでは研究職しか考えていなかったんで
すけど、もっと視野を広げようと思いました。自
分はもともと人と話すことが好きで、そこを強み
として営業もできるんじゃないかと思い、理系だ
けではなく、文系の職種も見て回るようになりま
した。」

アスフィールとの出会い

そんなとき、友人に今の会社の企業説明会に誘
われて、参加したことが自身のターニングポイン
トとなったという。

「教育関係の物品を扱う会社で、大学で学んだ
知識とは全く関係がないような会社だったんで
すが、業界・職種というよりも、その会社・組織の
在り方、考え方に惹かれました。説明会で社長自
ら会社の将来の展望を熱く語ってくれたり、実際
の職場見学などを通じて、とてもフラットで風通
しの良い企業で、働いている人が活き活きとして
いて、自分がその会社で働いている姿を想像す
ることもできました。面接でも、『自分』を分かろ
うとしてくれている・知ろうとしてくれていると感
じました。だから、入社してからも社員を大切に
してくれるんだろうな、のびのびと仕事をできる
んだろうなと思い、入社を決めました。」
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自分を知ることで将来像も見えてくる

小林裕介さん
千葉県出身。新卒時はパチンコ店に就職。東京、千葉、
神奈川で15年勤務した。その後坐忘に転職し、現在は
主にフロント業務を担当する。

池田はるかさん
栃木県出身。東京の大学卒業後、都内の学童保育所で
3年間勤務。2018年4月に山梨に引っ越してきた。現在
は坐忘で仲居として働く。

続けてみることで分かることがある

小林さんは、もともと接客業に就きたいとは
思っていたものの、明確な意思を持たず、周り
に流される形でパチンコ店に就職。しかし、そ
こで接客業を基礎から学び、その魅力とやり
がいを再発見した。そして、パチンコ店で培っ
た接客スキルを、興味のあった宿泊業で活か
したいという気持ちから、転職を決めた。

「もし、昔の自分にアドバイスを送るとした
ら『とにかく働いてみな』って言いたいです。
自分の前の職業についても『パチンコ店なん
て…』っていう偏見を持つ人がいると思いま
すが、実際やってみると今でも役立つスキル
がたくさん身に着きました。だから、モチベー
ションがなかったり、きついなあと思っても、ま
ずは続けてみることをおすすめします。きっと
自分が思っている以上のことを学べるから。」

自分の強みを知っておく

池田さんは転職先を探しているなか、とある
ホテルの面接で『自分をこの会社でどう活か
せる？』と質問され、うまく答えられなかったと
いう経験から、自己分析の大切さを学んだ。

「自分の強みをつくっておけばよかったなと
思います。『これだけは人に負けない！』という
ものがあれば面接とかも自信をもってできた
んじゃないかな。やっぱり自分を知り、強みを
アピールできるようにしておくことは大事だと
思います。」

【笛吹川温泉　別邸坐忘】
美しい自然と天然温泉、山のごちそうなど、心にも身体にも安らぎを提供する宿。2015年
秋、新たに離れを開業し、全18部屋となる。築140年の古民家を改装した懐石料理『まる
喜』では茶懐石が振舞われ、多くの宿泊客を魅了している。また、日本最古のワイナリー、
まるき葡萄酒への訪問や笛吹川フルーツ公園から望む新日本三大夜景を楽しむツアー

など、無料のアクティビティも豊富。
http://www.fuefukigawaonsen.com/
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自分で機会を作る

これから就職活動を迎えるわたしたち。やりたい
ことが見つかるのか、内定が決まるのかなど、先
行きが不透明で焦りや不安を感じていると相談
したところ、小林さんがこんなアドバイスをくださ
った。

「ぼくの経験からいうと、それは社会を知らない
からだと思います。知らないものに挑むのは確か
に怖いです。だから、気持ちに余裕を持っておくこ
とが大事。面接にいきなり挑むんじゃなくて、OB
訪問などで社会人と直接会う機会を何かしら作
り、働くことのイメージを膨らませるとモチベーシ
ョンに繋がると思います。」

最後に、進路に悩む学生に向けたメッセージを
いただいた。

経験として外に出てみる（小林さん）

「一度県外に出てみる。そうすると山梨の良さが
わかると思います。東京で仕事をすると、疲れた
り、息苦しくなったりするんですよね。そんな時に
地元である山梨に帰ってくると安らぐんじゃない
かな。また、実際に東京で働くことで、地方とは時
間の感覚とか働き方とか違うことがわかるし、そ
ういうことを身をもって体感するのは、自分の経
験として必要だと思います。」

将来なりたいのはどんな自分か(池田さん）

「私の場合、『なりたい自分像』を軸にして、この
職業を選びました。だから、これから就職活動に
挑むけど、やりたいことが分からないっていう人
は、『将来なりたい自分』がどんな人なのか、まず
は考えてみると良いと思います。」

〈学生のつぶやき〉

自分が思っていた通りの就職スタートでないとしても、そ
の経験から得られるものはたくさんあるし、続けてみて初
めてわかることもあるのだなということを感じた。明確な
進路が決まっていない場合は、まずは様々な経験をし、そ
の中で自分の軸や将来なりたい自分を見つけていっても
いいのではないかと思った。（橋場）
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武川清志朗さん
山梨県立大学国際政策学部総合政策学科出身。
やまなし観光推進機構で、映画やテレビ番組などのロケーションの誘致・支援にあたるフィル
ム・コミッションの取り組みを行っている。

【やまなし観光推進機構】
山梨県や市町村、観光関係団体等と連携し、国内外からの観光客の増加と山梨県の優れた産
品の浸透を図ることを目的とする組織。平成２５年４月に公益社団法人として新たなスタート
を切った。　
https://www.yamanashi-kankou.jp/organization/index.html

【フィルム・コミッション】
映画、テレビドラマ、CMなどのあらゆるジャンルのロケーション撮影を誘致し、実際のロケをス
ムーズに進めるための非営利公的機関。国内ばかりでなく国際的なロケーション誘致・支援活
動の窓口として、地域の経済・観光振興、文化振興に大きな効果を上げている。

Long Interview

学生時代の経験を糧に
映像を通してふるさとを伝える
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石拾いから見つけた進路

教師を志し、山梨県立大学に入学した武川さん。
きっかけは、『石拾い』だった。

「小さい頃、公園や畑から変な石を拾ってくるの
が趣味でした。その石は、よくよく調べてみると土
器のかけらだってことがわかったんです。山梨っ
て、縄文時代の遺跡が数多くあるんですね。「土器
拾えるとかすげぇ！」ってロマンを感じました。それ
で、考古学に興味を持って、社会科や歴史といっ
た分野の先生になりたいと思うようになったんで
す。

ただ、高校時代、大学を選ぶところまでは、進路
について漠然としていました。

そんな時に、妹が美大に行きたいってなりまして。
ぼくも絵を描くのがすごい好きで、いろいろな賞
もいただきました。絵に限らず、『モノを造る』って
ことが好きでした。その気持ちは、今にもつながっ
ている部分があると思います。ただ、二人とも美
大に行くってわけにもいかず、最初は国公立、都
留文科大学を受けました。ところが、面接で監督
官の先生と口論になり、落ちたんです。「先生の考
え方古いんじゃないですか？」とか言ってしまった
んですね…。それで、私立大の法学部を受けたと
ころとりあえず受かって。これでいいかなって思っ
ていたんですけど、そこで『新しい公立大学が新
設されるから、受けてみたら』ってことを先生に言
われて、軽い気持ちで受けてみたんです。それが、
山梨県立大学でした。」

在学時に築いた人脈の力

山梨県立大学1期生として入学した武川さん。当
時の学課生は40人。学生間の仲間意識や、教授
とのつながりも強かったという。『アクティブなや
つが多かった』という人間関係の中で学んだこと
は、人脈作りの大切さだった。

「先生に『これがうちの学生です』と知人に紹介
してもらえたり、仲間が外部で作った知り合いを
紹介してもらったりして、どんどん輪が広がってい
きました。そうすると学生の視野や価値観が広が
っていって、そうしてできたつながりのなかで、ま
た新たなつながりを作ったりして。自分のフィー
ルドを広がっていくのを実感しましたね。」

築いた人脈を、山梨を盛り上げるために使いた
いという思いから、『よつびし総合研究室』（注）と
いう団体を設立した。

「『よつびし』の立ち上げは、地域貢献で新しく何

かやりたいって人たちの、『俺たちの力を外部の
フィールドで試してみよう!』という思いからの行
動でした。『学校がある、地域がある、仲間がいる
んだからやってみないでどうするんだ』って考え
て。1期生なので、やることなすこと先駆者になれ
るという気持ちもあったのかな。今行動したら1
番になれるっていうのは魅力的でしたね。」

注『よつびし総合研究室』

多角的な視野、知識を獲得し、地域振興に活か
すことを目標とした団体。単位互換システムがあ
り、複数のゼミ、複数の大学の授業を受けること
ができる。

恩師の思いを受け映像制作の道に

現在の仕事は、フィルム・コミッション。映像を使
い、ロケーション撮影の誘致、支援を行っている。

映像作成に取り組み始めたのは、高校生の時だ
った。初めは仲間内でおもしろ動画を撮る程度
だったが、大学在学中の出会いが人生を変えた。

「大学の時に前澤哲爾（まえざわ てつじ）先生と
出会えたのが転機となりました。メディア関係の
授業をされていたんですけど、話や授業の内容が
おもしろくて。あるときに、『フィルム・コミッション
が山梨にはまだない。広めていきたい。』という話
を先生から聞いて、映像を使った地域振興ができ
ないか、ということを考え始めました。」

当時は深夜アニメが流行し始めた時代だった。ア
ニメを使った地域振興が世間で出始めたころ、行
政の動きを待つより早く、自分たちで行動を始め
た。目指したのは、映像を使った地域振興だった。

「『行政の腰はまだ重い。俺たちが動いてしまお
う。』と。有志でYDP（やまなし・ディスカバラー・プ
ロジェクト）という団体を設立し、山梨県内を巡り
歩いて、ロケーションデータの収集を始めました。
時間ごとの日の入り具合や色々な角度からの見
え方に加え、どういうシーンに使えそうかといっ
たイメージに至るまで集めたかなり実用的なデ
ータで、ぼくが在学中の4年間に加えて後輩たち
の2年間の活動でようやく集めきることができま
した。さらに、韓国・釜山で開かれた国際映画祭
に山梨県のPR隊として、YDPのメンバーと参加す
ることもできました。在学中に貴重な経験を積ま
せていただいたということで、前澤先生にはとて
も感謝しています。」

モノ作りが好きだった少年時代。大学での活動を
通して、海外に舞台を移すほどまで昇華させた。

Long Interview
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どこまで自分が通用するのか
試したい

多くの体験を経て、『おもしろいことをやりたい』という
漠然とした思いはあったもの、具体的な職種は浮かば
なかった。地元に残るか、都市部に出るか、就活を目前
に選択を迫られた。

「転機になったのは、在学中に出会った映像ディレク
ターさんに『実際の現場を見ないと、君の映像制作の
才能が止まってしまう』と上京を勧められたことでし
た。映像制作っていっても撮る人もいれば、照明や音
響、企画に至るまでいろいろな職種の人がいます。だか
ら、映像作品を撮ってみようっていうのではなくて、いろ
いろな職種のなかから現場を見てみようという気持ち
で上京を決めました。」

才能がひしめき合う東京での就職。そこに、不安はなか
ったのだろうか。

「それ以前は実家の農業を継ごうかなくらいに考えて
いたのですが、東京に出ることに迷いや不安はそこま
で感じませんでしたね。在学中の活動を通して学生の
時からすでにエキストラ集めなど、制作支援の形で山
梨の映像制作には関わっていたので、『自分の力が通
用するだろうか』というある種のわくわく感のようなも
のの方が大きかったです。」

東京から山梨へ

上京して入社したのは、映像・イベント運営会社。7人
ほどの少数精鋭だった。大規模なイベントや映像制
作、広告代理を中心に請け負う会社で、様々な種類の
ものに幅広く取り組むことで経験を培っていった。

「最終的には、天皇陛下がご出席されるイベントに携
わることもできました。それを終えたときに『国内でこ
れ以上の規模はなかなかないだろう』と気持ちに区切
りがつきました。次のキャリアをどうしようか考えなが
ら、仕事続けていた時に東日本大震災が発生しまし
た。」

未曽有の大地震を機にふるさとの大切さを痛感し、山
梨へ帰郷した。

『ふるさとのために、自分にも何かできることがあるの
では』

そんな思いをSNSに投稿したことが、次のステップへの
きっかけとなった。

「投稿したSNSが、昔からの知り合いだった山梨県の
観光部の方の目に留まり、非常勤職員としてフィルム・
コミッション業務を手伝うことになったんです。そこか
ら、県の観光推進機構に採用されました。」

学生時代に撮りためたというデータベースは現在でも
仕事に活きていると語る武川さん。県内各地を巡り歩
いた経験や、前職でのイベント企画・現場制作のノウハ
ウが結びつき、現在の自分のキャリアを形作っていると
いう。

Long Interview
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イベント企画は山登り

最近では、山梨を舞台としたアニメ「ゆるキャン△」の制
作支援やイベント『秘密結社ブランケット音楽祭』の演
出・企画運営に携わった。

イベントを、特に地域主催のものを企画する際、意識し
ていることがあるという。

「イベントを企画し、運営することは山登りのようなも
のだと思っています。大切なのは、一緒に汗を流して難し
い企画が成功できるように手助けすること。山登りの時、
苦しい思いをしながらも、山頂に立つとその達成感から

『次も登りたい』という気持ちが生まれますよね。身の
丈以上と思える難題をクリアすることで、次へという気
持ちが生まれます。気持ちに余裕もできるので、継続にも
つながります。

これは、役所だったり、県だったりじゃなくて、地域の人
達が自分たちの手でやり遂げることが大切だと思ってい
ます。これは人生にも通じることですが、一回自力で成し
遂げたことがあれば、振り返って参考にできますし、自信
にもなりますから。」

挑むなら目標まで不退転の覚悟を

漠然と『将来は東京に出よう』と考えている学生は多い
と思うが、そこには『強い意志が必要』と語る。

「たとえばメディアやテレビの仕事ってきらびやかなイ
メージがあると思うけど、その部分への憧れだけでは
やっていけません。現場は甘くないぞ、というか。1度働
こう、様子見しようという考えはやめた方がいいです。出
ていったら出ていったで、数年間は自分の力を試してみ
るっていう心構えや決意がないと厳しい。特に映像関係
は、早く辞めてしまう人が多い業界です。泥水啜る世界で
すから。きついんです。疲れたら一旦休みに戻るのは構
いません。そういった意味では、山梨はいい環境かもし
れませんね。都市部に出ても、一旦戻ってきやすい距離
ですから。ただ、どうしても踏ん張らなきゃいけない時期
は必ずあります。もちろん無理は禁物ですが、期間でも
仕事の内容でも、自分なりの目標と覚悟を持って、達成
した後のセカンドプランのことにも目をむけられるので
あれば外に出るべきだと思います。」

また、映像制作の道に関心がある学生には『企画力』を
磨いてほしいと話してくれた。

「今は、表現の場がたくさんあります。SNSを利用した
り、Youtubeとかですね。みんながみんな、発信者にな
れる時代です。ただ、映像でごはんを食べていくなら、専
門学校を出た人には勝てません。もし専門の人達に、ぼ
くらみたいな専門じゃない人が勝てる部分があるとした
ら、企画力です。自分の考えを、どうやったら他の人にわ
かりやすく伝えられるかってことですね。常に、『自分だっ
たらこう思う』『他の人に伝えるためにはいつ？どこで？
どうする？』ってことを意識できる人になれるといいと思
います。」

Long Interview
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〈学生のつぶやき〉

ゼミの活動で「秘密結社ブランケット
音楽祭」にも関わらせていただきまし
たが、その時から武川さんは「バリバリ
仕事のできる頼れる大人」の一人でし
た。そんな大人に助けてもらうことがで
き、かつ自由と時間がある今のこの大
学生という立場は、かなり恵まれている
と今さらながらに気づきました。

『ボーっと生きてんじゃねぇぞ！』
これまで流されるままに生きてきた私
にとって、身が引き締まる思いがしたお
言葉です。（山田）

Long Interview
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SAILORS

SUPPORTERS　
＼ご支援ありがとうございました／

青い空白い雲様
アスフィール株式会社様

株式会社早野組様
熊坂治様

甲府花子様
齋藤浩志様
酒井大介様

清水至様
高野雅裕様

早川亜希子様
福田隆憲様

フォネット株式会社様
山梨太郎様
やまなし様

Ai Nagayama様
Hayakawa T様

Hiroyuki Kobayashi様
Hsshonan75様

TMY様
Tsuyoshi Kobayashi様

Y.I様
（50音順、アルファベット順）
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SAILORS

SAILORS（改訂版）　
2019年3月10日発行

編集・発行
山梨大学生命環境学部地域社会システム学科
田中敦ゼミ2018年度3年生

（池田愛理、今井ちひろ、栗田寧桜、橋場あすか
  三科百花、山田涼介）

写真協力
鈴木梨玖（同学科3年）

問い合わせ
Email:atanakazemi2018@gmail.com

（ご意見、ご感想ぜひお寄せください！）

Facebook：山梨大学田中敦ゼミ2018　
http://www.facebook.com/山梨大学田中敦ゼミ
2018-265999247527485

Instagram:@atanakazemi2018

田中ゼミの活動情報は
ゼミホームページへ！→
https://tanaka-yamanashi.jimdo.com/

編集後記
山梨県内で、いろいろな方が、それぞれの考えをも
って活躍し、生きています。
私たち自身もこの活動を通して、今まで知らなか
った職種の方に出会えたり、新たな発見があった
りと、学んだことは数知れません。この冊子を読ん
でくださった学生のみなさんには、先入観などで
決めつけたりしないで、まずはいろいろな人や企
業に出会い、自分の知っている世界を広げてほし
いと思います。そして、自分の将来について見つめ
る時間を、少しでも作っていただければ幸いです。
　
最後に、この活動に関わってくださったすべての方
々に感謝の気持ちを伝えたいと思います。本当に
ありがとうございました！！

最後に、スペシャルサンクス！！
未来サロン参加者のみなさま、
Mt.FUJIイノベーションサロン参加者のみなさま、
澤さん、川口さん、やまなしクラウドファンディング
運営委員会の皆様、
鈴木梨玖さん、土屋直人さん、土屋真弥さん
ゼミの先輩方、田中敦先生　　And You…

インタビューさせていただいたみなさま
（掲載順）

BEEK DESIGN　　　　　土屋誠様
株式会社早野組　　 　　田中友浩様
　　　　　　　　     　     白須瑛紀様
　　　　　　　　              金丸香様
株式会社フォネット　　     小俣美沙紀様
山梨学院大学　                   赤川菜摘様
山梨英和大学　　　　     深津菜那様
山梨県立大学　　　　     土屋朋大様
株式会社ネオスペース　   石倉千春様
アスフィール株式会社　    梶原春菜様
　　　　　　　　      興津拓様
笛吹川温泉　別邸坐忘     小林裕介様
　　　　　　　　　　     池田はるか様
やまなし観光推進機構　  武川清志朗様
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Our journey continues.


